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散異方性の Voxel-based analysis (VBA) を用いて検討した。健常な若年被験者に視空間課題、計算 N-back















ある。また、本研究論文は、神経科学研究領域で最も権威がある雑誌の一つである J Neuroscience 誌(IF=7.18)
に発表している。その他にも博士課程在籍中に、本人が第一著者として、脳機能イメージング研究領域で最も
権威があり最もインパクトファクターが高い HumanBrain Mapping 誌 CIF=6.26) に一報、 Neuroimage 誌
(IF=5.74) に二報の原著論文を発表していることから、短縮による学位取得に足る業績であると判断した。
よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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